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1 . 緒言

ア フ リ カの サ ブ ･ サ ハ ラ地域 は ､ 人 口 が世界の 1 0 % 程度 で ありなが ら
､ 世界の E I V

感染者の 6 0
0
/ . 以上 ､

エ イ ズに よ る死者の 7 0 % 以 上が集中し､ H I V / エ イ ズに よ る人 口 中

産業経済な ど へ の 影響に よ り層 家存亡 の危機に瀕 して い る国 も少なく ない
.

一

九 1 9 9 0 年代以降多く の武力紛争が勃発し､ 今日 ､ 東 ア フ リ カ だけで も 6 0 0 万人

以上 の 人 々 が周辺 国お よび自国内領域 で ､ 難民あ る い は 国内避難民と して避難生活を続

けて い る ｡ こ の ような武力紛争 ､ 人 口 移動, 食料危機お よび貧困 は H I V 感染に重大な

影響を及 ぼす と考えられ ､ 2 0 0 1 年の 国連総会で も難民
･ 国内避難民 の H IV 感染に警鐘

が鳴 らされ た ｡

しか しなが ら､ 難民キ ャ ン プで の救援活動で は
､

下 痢症 ､ 呼吸器疾患 ､
マ ラ リ ア等の

急性感染症対策 , 水 ･ 衛生､ 食料配給な ど目前の ニ ー ズ に資源を傾注し ､ H I V の 予 防

対策とそ の効果検証に は十分な介入が行われ て お らず, 難民 の E Ⅳ 感染､ 感染リ ス ク

や感染予 防に か かる知識 , 態度､ 行動の実情を殆ど把握 でき て い な い ｡

異 性間の 性交渉が H I V 感染ル ー トの首位を占め る ア フ リ カの 難民 キ ャ ン プ にお い て ､

また ､ 国際社会の支援が十分 に集ま らず､ 食料や生活必需品の 配給が滞る急性期以降の

難民救援活動 にお い て
､

ⅡⅠⅤ 感染 リ ス クお よ びリ ス ク 行動を検証 し
､

それ に基づ く提

言 を構築す る こ と が､ 長期慢性化 に ある救援活動の 質の 向上 と H I V 感染リ ス ク管理 に

資す る と考えた ｡



2 . 目的

本研究の 目的 は
､

以 下 の 5 点で ある ｡

2 . 1 難民流 出前後の H I V 感染リ ス ク要因 を比較す る ｡

2 . 2 難民 の H I V 予 防に か か る知識､ 態度お よび行動を検証す るo

2 . 3 ⅡⅠⅤ 予 防にか か る知識 ､ 態度お よ び行動 に影響 を与え る関連要因 を検証する o

2 . 4 ⅡⅠⅤ 陽性者 と陰性者の 属性 ･ 特徴を比較す る ｡

2 . 5 ⅡⅠⅤ 感染の有無と知識 , 態度お よび行動の 関連性を検証す る｡

3 . 対象と方法

本調査 臥 難民キ ャ ン プ におい て無作為 に抽出 した難民お よび H I V 陽性者を対象と

した横断研究で ある ｡

3 . 1 調 査場 所と対象 : コ ン ゴ民主共和国 ( D R C) 出身の難民約 6 0 , 7 0 0 人 を収容

す る タ ン ザ ニ ア共和国の ニ ヤ ル グス 難民キ ャ シプ に おい て ､ ( 1) 系統的無作為に抽 出し

た 1 5 - 4 9 歳まで の 1 1 4 0 人 ( 男女比 1 : 1) ､ および (2) 自発的 カ ウ ン セ リ ン グ H I V

検査サ
ー ビ ス (V C T) に よ り H I V 陽性 と判明 した者 18 2 人 を対象 としたo

3 . 2 調査方法 : 対象者(1)(2) の 各家庭を訪問 して
, 構造化さ れた質問票 を用 い た

直接面接を行な っ た ｡ また ､ 量 的調 査を補完する ため ､ 男女別 の 二 つ の 年齢グル
ー プ ( 1 5

- 2 9 歳､ 3 0 - 4 9 歳) に対して ､ 集団討議 ( F G D ) を行な っ た｡

直接面接で用 い た質問票は 同上 の(1)(2) と も に同様で あり､ 内容は 属性 ･ 社会背景 ､

男性用 ｡ 女性用 コ ン ド ー ム に か か る知識と 態度､ 性行動とリ ス ク行動､ H IV エ イ ズに

か か る知識 と態度､ 難民キ ャ ン プ内の H Ⅳ 関連サ - ビ ス に 対す る知識と行動 と したo

性行動 とリ ス ク行動に つ い て は性交渉経験の有無を確認 し , 有と答えた難民に 対して は ､

定期パ ー トナ
ー

との性交渉､ 不定期パ ー トナ
ー

との 性交捗 ､
金 ｡ 物目当て の 性交渉等 に

っ い て ､ そ の有無､ 人数, 頻度 ､ 時期 ､
コ ン ド ー ム の使用歴等に つ い て質問した｡

ま た
､

H I V 予防に かか る知識､ 態度およ び行動 に つ い て は ､ A ( A b sti n e n c e 禁欲) ､

B ( B ei n g f ait hf u l 貞操) ､ C ( C o n d o m u s e
■

コ ン ド - ム 使用) ､
N ( N e g o ti a ti o n 交渉) ､

N ( N e e d l e e x cl l a n g e 注射針交換) に かか る質問を行な っ た ｡

集団討議は
､
｢ 難民キ ャ ン プの中で誰が最も H I V 感染リ ス クが高い か｣ ､ ｢ そ の リ ス ク

は難民に な る前後で増減したか｣ ,
｢ コ ン ド - ム を使用 した こ とがあ るか｣ ,

｢ なぜ使用 し

たか ､ しなか らた か｣ ､
｢ 難民キ ャ ン プで の H I V 感染予 防教育に つ い て どう思う か｣ 等

の 質問 を核 に した討議 を行な っ た｡ 直接面 接は ､ 英語と ス ワ ヒ リ語( コ ン ゴ難民 の 言語)

の ニ ヵ 国語 を解す る コ ン ゴ難民 2 0 人 ( 男女 同数) に 予め研修を行ない
､ 面接者 と して

協力を得た｡ 集団討議は 直接面接で 協力を得 た面接者 2 0 人中 4 人を司会進行者 と した｡

H I V 陽性者の 1 8 2 人 に対す る質問調査は
､

V C T カ ウ ン セ ラ
ー 4 人を面接者 と した ｡



3 . 3 統計処理 : デ ー

タ入 力お よ び統計学的分析に は S P S S 1 2 ･ 0 版 を用 い た o 属性 o

社会 背景 ､ 難 民 とな る前後に お け る fII V 感染 l
) ス ク 及び H I V 予防 に か か る知 識 ､ 態度 ､

行動等の 比較 には C h i
-

s q u a r e 検定を行な っ た ｡

4 . 結果

4 . 1 系統的無作為に抽出 した難民 1 1 4 0 人のう ち祖国脱 出当事の年齢が 1 5 歳(生殖

年齢) 以上の 6 8 2 人 に よ る金 ･

物目当て の 性交渉の経験者数が, 難民 に な る前 より も

難民キ ャ ン プに お い て の方が有意に 多く ､ H I V 感染リ ス ク要因 が増加 した こ とが明 ら

か に な っ た ｡ また
､ 祖国脱出 当事の年齢が 15 歳未満の 4 5 8 人 に つ い て も ､ 金 ･ 物日当

て の性交渉 の経験者数及 び性犯罪の被害経験者数が
, 難民 にな る前 よ りも難民キ ャ ン プ

にお い て の方が有意に多く (但 し
､ 祖国脱出前での 生殖機能の未発達度を考慮す る必 要

あり) ､ H I V 感染リ ス ク要因が増加 したこ と が明らかに な っ た｡

4 .2 同上 1 1 4 0 人の殆 どが H I V エ イ ズ に つ い て 聞い た こ と があ ると答え ､ 感染予防 の

知識 と態度 の レ ベ ル は高か っ た ｡ しか し
､ 同上 1 1 4 0 人の 3 0 . 4 % が過去 1 2 カ 月間 に お い て

最低 一 人の 不 定期 パ ー ト ナ ー と性交渉 を持 っ て い たo
コ ン ド

- ム 使用は 定期パ ー ト ナ
-

と

の 性交渉 に お い て 2 0 .0
0/ .

､ 不定期 パ ー トナ
ー

と の 性交渉 に お い て は 1 3 ･ 6 % に 止 ま るな ど
､

予防行動 の レ ベ ル は低か っ た ｡ H Ⅳ 予防 に かか る女性 の 知識 ､ 態度お よび行動 の レ ベ ル は

男性 に 比 べ て 有意 に低か っ た ｡

4 . 3 不定期パ - トナ -

と の性交渉に おい て コ ン ド - ム を使用 した難民 と金 ･ 物日当

て の性交渉を した難民と の 間に 関連性が見られた (乞 o o l) 0

4 A 難民キ ャ ン プに お け る H I V 予防教育で コ ン ド ー ム 使用者に最も影響を与えた

の は ､ ラ ジオ (隣国の ブル ン ジや コ ン ゴが毎時3 分 間程 fII V 予防メ ッ セ ー ジを放逮) ､

次 い で難民 ス タ ッ フ( 掛こ y o u t h p e e r e d u c a t o r/Y P E と h e a lt h i n fo r m a ti o n t e a m / H I T)

で ある な ど
､ 難民同士 の 仲間教育の有用性が示唆された ｡ 仲間教育は

､ 男女 お よび年齢

層の違 い により難民が影響を受け る情報提供者が異 な っ て い た｡

4 . 5 壬ⅠⅠⅤ 陽性者の 1 8 2 人 と､ 系統的無作為に 抽出した難民 の中で ⅢⅠⅤ 陰性で ある

と答えた 4 6 1 人の 比較に お い て
, 前者の方が後者よ り ､ 同居パ - トナ

ー

の割合およ び

就労活動の割 合 が有意に 低か っ た ｡ 前者は後者 よ り ､ H I V に 関す る知 識 に つ い て 有意

に 高い レ ベ ル にあ っ たが
, 貞操 に かか る態度に つ い て は 有意に低 く ､ 不 定期パ ー

ト ナ
-

の 人数お よび金 ･ 物目当て の 性交渉経験にお い て は有意に 高い こ と が 明 らか に な っ た ｡

5 . 考察



5 . 1 本研究 を通 じて
､ 金 ･ 物 目当て の 性 交渉 の 経験に か か る H I V 感染リ ス ク要 因

は ､ 難 民流 出後 に お い て の 方 が有意 に 高 い こ とが明 らか に な っ た o 生 存手段 と して の 性

交渉 は貧困 に苦 しむ ア フ リ カ で は珍 しく な い o しか し ､
ニ ヤ ル グ ス 難民キ ャ ン プで は食

料配給量が国際最低基準の 6 9 % に 止ま っ て い る
､

キ ャ ン プ外の就労 も正式に は 認め ら

れ て お らず現金収入 が限られて い る
､ 等の 背景の 中で 生存の た めの 性交渉 に発展 して い

る こ と が示 唆された ｡ 法律的 ､ 経済的お よ び政治的な力を持たな い 難民を取 り巻く慢性

的な食料危機と貧困状態が , ⅡⅠⅤ 感染リ ス ク を惹起して い る と考え られ る o

5 . 2 難民の 3 0 . 4
0
/. が過去 1 2 カ 月 間 に お い て最低

一 人 の 不定期パ ー

トナ
-

と性交渉 を

持 っ て い た
一 方 ､

コ ン ド
- ム 使用は全体の 1 3 ･ 6

0
/ . に止ま ? て い た ｡ しか しながら ､ 生存の

た めの 性交渉 をす る難 民 と不 定期 パ ー ト ナ
-

と の性交渉で コ ン ド - ム を使用す る人 と

の関連性も明 らか に なり
, 難民がリ ス ク 行動 を執る

一 方で ､ リ ス ク管理 を実践して い る

こ とが示唆され た｡ そ の 背景に は
, 難民 ス タ ッ フ を軸と した仲間教育の 有用性は も と よ

り ､ 自分の感染し易さ にかか る認知お よび コ ン ド ー ム の入手 容易度が考えられ る o

5 . 3 ‡壬王Ⅴ 陽性者の 婿姻関係は､ 家族の保護を受け る こ とがで きな い 未亡 人や離婚者

が多く ､ 収入面で も陰性者よ り 弱い 立場 に置か れ て い る こ とが 明 らか に な っ たが ､ ⅡⅠⅤ

感染 の 事実を知 っ た後 で も貞操に か か る態度が陰性者よ り有意 に低 か っ た こ とが懸念

さ れ る o H I V 陽性者 は未亡人 や離婚者が多い ため に定期 パ
ー

ト ナ
ー を有せず､ も っ て

貞操を守 る相手が い な い と い う解釈がで き る
一 方 , 家族の保護と支援を受けな い ため に

将来も生存 のための 性交渉を続け るリ ス ク が存在する と考え られ ､ 難民 コ ミ ュ ニ テ ィ に

おけ る感染リ ス ク拡大の危険性が示唆さ れた ｡

6 . 提言

6 . 1 生殖年齢にある難民全員を対象に ､ H I V 予防にかか る知識 ､ 態度お よび行動

の簡易調査を行なう こ とで リ ス ク群を特定し､ 同群に 対して 食料支援は も とよ り､ 就労

機会の提供 ､ 保健医療 ､ 教育 ､
治安維持等の分野 を超えた支援を提供す る｡ 特に

､ 未亡

人等の 単身女性に重点を置く こ とが肝要で あ る ｡

6 . 2 H I V 予 防に かか る難民 の仲間教育は
､ 情報の 送り手と受け手 の適切 な組み 合わ

せ が重要である ｡

6 . 3 心理 的 カ ウ ン セ リ ン グを中心 と した既存の H I V 陽性者に対す る V C T サ
ー ビ ス

を
､ 安全 な性交渉の教育にも重点を置い た内容に発展 させ る ｡ H IV 陽性者 と陰性者の

双 方の リ ス ク管理 を同時に強化 す る こ とが肝要で ある ｡




